
東日本大豊災を (考える〉 ナ ー スの会

原 発侵害下 の 医療 ･ 看護を考える

専門職とは何か ?
この度の震災は ､ 支援者と して の役割を担う医師や看護師とい っ た医療専門職に対し多くの 〈開い〉 が投げかけら

れました｡

例えば､ 自らも被災しながら支援者として の役割を遂行する中で､ く被災者〉 とは 一 体誰の ことを持すのか悩んだ

者 ､ 医療専門職として の責務と家族の どちらを優先するのかというジ レン マ に立たされ ､ 専門職の く責務〉 とは何な

のか悩んだ者､ く支援〉 に携わっ た否かにかかわらず 〈無力感〉 を募らせ､ く支援〉するとはどういうことか ､ くケア〉

の範疇とは何なのか考えた者など様々 でれ 中でも､ 福島第
→･ ･ ･ 1 ■

原発 の 事故は ､ 医療専門職がこれまであたりまえのも

の として口にしてきた ｢患者のために｣ という言葉が非常事態下において どこまで通用するのか､ まさに専門職とし

ての存在そのもの に つ いて問い直しを迫 っ た出来事といえるで しょう｡

こうした問題関心から､ 私たち ｢ 東巳本大変災を く考える〉 ナ ー

ス の会｣ で は､ 自らの経験や褒災という出来事か

ら見えてきた問題を改めて問い直 し､ 自分たちの くことば〉 で考える対話の囁を開いてきました｡

前回 ( 加1 2 年 8 月) の第5 回東日本大東災を 〈考える〉 ナ ー ス の会では ､ 福島第 一 原子力発電所の 罰 k皿圏内にあ

る南相馬市立総合病院の医師による震災時の活動記録 (南相馬 10 日間の救命医療 一 津波 ･ 原発災害と闘っ た医師の

記軌 / 太田圭祐著) を取り上げ､ 原発事故後の ス タ ッ フ に自主避難の指示が出された場面に つ い て検討 しま した｡

そこでは､ もし自分が同じ立場に置かれたらどの ように振る舞うべ きなのか
､ 仕事/ 家族の どちらを優先す べきな

の か､ またどちらを選択しても生じて しまう 〈負い 目〉 とは 一 体何なのか ､ 様々 な意見が交わされま した｡

今回の東日本大喪災を 〈考える〉 ナ ー ス の会では､ 前回に引き続き原発事故にま つ わる事例を提示 しながら､ 医療

専門職の責務やそもそも専門職とは何なのか､ 参加者の みなさんとじっ くり考えてみた いと思います(文費 溝 田薙数千) ｡

■第 6 回 東日本大豊災をく考える〉 ナ
ー

スの会 ■ ※ 医 銀 以外の方の参加も可能です｡
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マ : 専門職とは何か ?

日時 : 20 12 年 1 2 月 7 日 (金曜日) 1 9:0 0 ～ 21 :0 0

場所 : 仙台市市民活動サポ ー トセ ンタ ー

3 階 研修室 2

フ ァ シリテ 一 夕 ー

: 近 田 真美子

参加費 : 1 0 0 円 (場所代)

事前申込み : 不要 (直接会場にお越し下さい) こんだ

問い合わせ先 : E ･

m 由I l 旧 n d 創 1 n 適 . 血 配j p (近田まで)

東日本大震災を 〈考える〉 ナ ー

ス の会 H P : b t 町: 仙 u 一 能 3 11 .bl 喝 血2 . 00 m /

●スタ ッ フ募集■

一束日本大爵災を 〈考える〉 ナ
ー ス の会J の趣旨に賛同し､ 運営にご協力頂ける方を募集して います｡

興味のある方は､ 近田 ( b n d 創
一

血 L 也 L a 雨p) まで ご連絡ください｡

t もんもん読書会 ■

東日本大震災を 〈考える〉 ナ
ー ス の会で は ､ 本会でも繰り返 し出てくるテ

ー

マ の ひとつ 〈ケ ア〉 を巡る問題に つ い て
`
■

もんもん
' '

と考える

ため
､ 喫茶店で ひ つ そ りと読書会を開催して います｡ 第3 回目となる次回は､ E 25 年 1 月未を予定して います

｡
車ごとに 区切 っ て読み進

めておりますの で
､ 初参加と いう方でも大丈夫です占 関心の ある方は､ 近田 蝕 n d a @ 脆l Ⅶ 血l . 血 a e 加) ま で ご連絡くださ い｡
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